
不妊症の原因はさまざまですが、夫側に原因があるケースは 48% とされています。男性不妊症の原因は、
①精⼦を製造する能⼒に問題がある場合（造精機能障害）、②⽣みだされた精⼦が、ペニスの先まで運ばれ
ない場合（精路通過障害）、③セックスがうまくできない場合（性機能障害）などがありますが、①が約
80％ともっとも多いのです。なぜ健康な精⼦が⼗分につくられないのか、約 6 割が原因不明です。治療は、
ホルモン薬、循環改善薬、ビタミン B12・E などの投与や、コエンザイム Q10、亜鉛などのサプリメン
ト投与を⾏います。通常、⽣殖補助医療（70 ページ参照）も同時に⾏います。

◎ 精索静脈瘤のせいで精⼦がつくれない場合

造精機能障害のうち原因がはっきりしているものに精索静脈瘤があります。精巣の周囲に⾎液がうっ滞す
ることで精巣温度が上昇。精巣の低酸素状態の持続や有害物質による影響も精⼦形成異常や精⼦運動率低
下に関係しています。⼿術によって妊娠率が上昇するという報告が多数みられます。顕微授精を施⾏する
症例でも、夫の精索静脈瘤⼿術を⾏うと妊娠率が 45％から 60%に上昇したという報告があります。

◎ 精液に精⼦がある場合・ない場合

射出した精液に精⼦がある場合は、不妊治療時に男性の⾝体的負担はありません。しかし、無精⼦症の場
合は、陰嚢を 0.5cm 〜 1.0cm ほど切開して精⼦を取る⼿術（TESE または MD-TESE）を⾏い、顕微授
精が⾏われます。精管の通過障害などによる閉塞性無精⼦症の場合は、精路再建術が⾏われることもあり
ますが、最近ではこの⽅法を⾏うことが多くなっています。施設によっては約 40% の患者さんで精⼦が
回収でき、受精率も向上してきています。無精⼦症をきたす有名な染⾊体異常でクラインフェルター症候
群がありますが、この疾患においても精⼦回収率は 30〜 40%で、妊娠例も多く報告されるようになりま
した。
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